
リコール届出一覧表

リコール届出日：令和３年４月１日

 リコール届出番号 リコール開始日

 届出者の氏名又は名称

 不具合の部位（部品名）

 改善措置の内容

 不具合件数 事故の有無

 発見の動機 　他社からの情報による。

車  名 型  式 通称名
リコール対象車の車台番号

の範囲及び製作期間
リコール対象車

の台数
備  考

いすゞ
QDG-LV290N1
QKG-LV290N1
QPG-LV290N1

「エルガ」
LV290N1-7000007～LV290N1-7001056
平成27年10月15日～平成29年8月1日

1,048

2DG-LV290N2
2KG-LV290N2
2PG-LV290N2
2TG-LV290N2

LV290N2-7000002～LV290N2-7001176
平成29年8月24日～令和元年7月18日

1,174

2DG-LV290N3
2KG-LV290N3
2PG-LV290N3
2RG-LV290N3
2TG-LV290N3

LV290N3-7000002～LV290N3-7000812
令和元年7月30日～令和2年11月19日

810

QDG-LV290Q1
QKG-LV290Q1
QPG-LV290Q1
QRG-LV290Q1

LV290Q1-7000003～LV290Q1-7000276
平成27年10月29日～平成29年7月31日

273

2DG-LV290Q2
2KG-LV290Q2
2PG-LV290Q2
2TG-LV290Q2

LV290Q2-7000006～LV290Q2-7000323
平成29年8月11日～令和元年7月4日

318

令和３年４月２日4921

・使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問で通知する。
・自動車特定整備事業者等：日整連発行の機関誌に掲載する。
・弊社のインターネットホームページに掲載する。

　全車両、燃料ホースを対策品に交換し正規位置に組み付ける。

　大型バスにおいて、燃料ホースの組付け指示が不適切なため、組付けばらつき
により当該ホース曲げ部に応力が集中して亀裂が発生するものがある。そのた
め、そのまま使用を続けると、亀裂が進展して穴があき、燃料が漏れるおそれが
ある。

燃料装置（燃料ホース）

いすゞ自動車株式会社
代表取締役社長  片山 正則

 問い合わせ先：お客様相談ｾﾝﾀｰ
TEL 0120-119-113

 自動車使用者及び自動
 車特定整備事業者等に
 周知させるための措置

 基準不適合状態にある
 と認める構造、装置又は
 性能の状況及びその原因

　２４件 　無し

連絡先 自動車局 審査・リコール課

リコール監理室

TEL 03-5253-8111 内線 42361

ｱﾄﾞﾚｽ ： http://www.mlit.go.jp



車  名 型  式 通称名
リコール対象車の車台番号

の範囲及び製作期間
リコール対象車

の台数
備  考

いすゞ

2KG-LV290Q3
2PG-LV290Q3
2RG-LV290Q3
2TG-LV290Q3

「エルガ」
LV290Q3-7000002～LV290Q3-7000195
令和元年7月31日～令和2年11月23日

194

(計24型式) (計1車種)
（製作期間の全体の範囲）

平成27年10月15日～令和2年11月23日
(計3,817台)

交換修理用部品として出荷し、組付けられた車両が特定できないもの

対象の製品名 部品番号 対象部品の出荷期間 対象数 備  考

燃料ホース
8-98317382-0
8-98317383-0

平成29年9月1日～令和3年2月10日 607

合計 (計607個)

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。


